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1°はじめに

ヨウ素は多くの食品の天然成分として食11:から摂取され、生

体内では甲状腺ホルモンの構成成分として生理的機能を持つ重

要な元素であるが'１、これまで11本人のヨウ素摂取量に関する

調査や報告は余りなされていない｡昨年の東'1本大震災により、

東京電力福島第一原子力発電所から放射性物質であるヨウ素

131（以下、’311）が放出されたL,今後この影響を検討するうえ

で、Ｒ常のヨウ素の摂取量を把握し、日本人におけるバックグ

ラウンドを検証しておくことは重要である。一方、このほど日

本食品標準成分表が改訂され、２０１０年版からセレン、クロム、

モリブデン、ビオチンとともに、ヨウ素の食,hLl中含有敏があら

たに収載された3)。これにより食姑からのヨウ素摂取鍬を推定

することが容易となり、日本人のヨウ素摂取量の算出が試みら

れ始めた3)。我々はこれまで実際に人が食べた食事を検体

として分析する陰膳実測法を用いて、飲食物を介して摂

取される栄養素や無機質、微量元素の栄養価や健康影響

を検討してきた4)。この研究の一環として、陰膳実測法に

より１日の食事から摂取されるヨウ素堂を算出し、日本

人が日常の食事から摂取するヨウ素量の基礎的知見を得

たいと考えた。今回は農業従事省における陰膳食事調査

のうち、基本集計の終了した２地区について、一日の食

事摂取記録からヨウ素摂取量の推定を試みたので報告す

る。

2.対象と方法

調査は平成23年１２月～平成24年２月に実施した｡対象地域

は岩手県内陸部の２箇所で、対象者は県南部で大豆を主力作物

とするK地区の17名と県央部で野菜を中心にした多角的農業を

営むＳ地区の12名、計29名の農業従事者とその家族である_，

性別に分けると､男12名(平均年齢55.0±12.2歳)､女１７名(平

均年齢61.7±5.2歳）である。

食事調査は対象者の丸一日分の全飲食物を朝食、睡食、夕

食､それ以外(以下､問食とする)別に連続する３日間実施し、

全ての飲食物を食事票に記録してもらった。そのうえで３日目

は食事別に摂取された状態で全てを採取容器に詰めてもらい、

食事票とともに回収した．３Ｈ目の陰膳法で採取した食事検体

は食事票の記録により食品毎に分別・秤量した□なお、秤量後

の食事検体はヨウ素濃度を測定するために各食事毎にミキサー

にかけて均一にした後に保存容器に移し、分析用検体として-

30℃で凍結保存している。栄｢養素等摂取量は日本食品標準成分

表2010を用いて算出した｡陰膳回収時には食生活･噌好に関す

るアンケート調査及び健康診断（医師による内科検診、採血、

採尿、血圧測定、身長・体重・体脂肪測定、毛髪採取）も同時

に実施した。今回は陰膳を実施した３日目の食事について検討

した．データ解析にはエクセル統計２００７（マイクロソフ

ト社製）を使用した．測定によって得られたデータは平

均値±標準偏差で示した。また、ヨウ素摂取量と藻類摂

取量の関連性については、単相関分析を行なった．

本研究は岩手県立大学研究倫理審査委員会の承認を得

て実施された”また、地域住民には事前に本研究に関す

る説明文書のlIW1jと説明会を開催し、同意が得られた者

を対象とした。

3.結果と考察

陰膳収集日の食事票から算出された対象者の主な栄養

素等摂取量を表１に示した。平成２２年国民健康・栄養調

査結果の２０歳以上での摂取量と比較してみると、エネル

ギー摂取量がＫ地区で約２０％、Ｓ地区で約１５％多く摂取

していて、その他蛋白質や炭水化物、食物繊維総量にも

同様の傾向がみられた。一方、水溶‘性ビタミンの摂取量

は両地区とも全国平均値を下回っていた。

陰膳実測法による食事調査において食事票から算出さ

れた１日のヨウ素摂取量は、対象者全体で12.4～24338.9

〃ｇと極めて広範囲に分布しており、正規分布より右に裾

を長く引く分布パターンを示した”「独立行政法人国立

長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫学研

究：NISLSA」の第６次調査(2008-2010年)の２１１２名を対

象とした食事秤量記録調査（NILS-LSA）によると、ヨウ

素摂取量は男女ともに非常に右裾に長い尾を引いた分布

であることが示されている３１．今回の陰膳調査での結果は
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来するものなのかを調べるために食品毎のヨウ素摂取量

を算出し、食品群別のヨウ素の摂取割合（％）を図２に

示した。ヨウ素は藻類から６４％摂取しており、藻類がヨ

ウ素の主な供給源である事が示された。藻類の次に乳類

から１４％、魚介類から１０％近くを摂取し、これら３つの

食品群で総量の９０％を占めていた。

藻類摂取量と一日のヨウ素摂取量との相関関係をみる

と、対象者全員の場合、藻類摂取量とヨウ素摂取量との

間には正の相関（p<0.05）が認められた(図３－a)。さら

にヨウ素摂取量を耐・容上限値の２，２００，ug以下とそれ以上

に分け、それぞれについて相関をみたところ、耐容上限

以下の群(２１名)ではより強い正の相関（P<0.01）を示し

たが(図３－b)、耐容上限値を越えた８名ではヨウ素摂取

量と藻類摂取量は相関しなかった。ヨウ素は海産物、とく

に藻類に多く含まれている事が知られており、海産物を好む日

本人ではヨウ素摂取量が多い事はこれまでも予想されていたが、

食品の成分値がなく、実際の食生活でどのくらい摂取されるか

表ｌ主な栄養素等摂取量

１

名が推奨値を上回っていて、この中で2,200ug/日を越え

ていたものが８名存在した。

このような極めて高い摂取量が食事中のどの食品群に由

対象人数等の規模は小さいものの、対象者のヨウ素摂取

量の分布パターンはNILS-LSAの結果と近似していて、ヨ

ウ素摂取量には個人差が大きい事が明らかになった。

NILS-LSAの解析を参考に、摂取量が０～300蝿/日の範囲

でｌ階級を２０蝿で区切り、分布を検討したところ、図に

示す通り、４０～80,ug/日にピークのある、長く右裾を引い

た分布パターンをもつ特徴を示し、NILS-LSAの食事秤量

調査で５０～７５蝿/日付近にピークがあるとする見解に近

い結果を得た。食事摂取基準（2010年版）５)の３０歳,代以

上の推奨‘値はｌ３０ｕｇ/日で、今回の対象者では男で１２名

中５名がこれを上回り、さらに耐容上限値2,200岨/日を

越えていたものが５名中４名あった。女では１７名中１２

噌

料

図１０～300,ug/日範囲のヨウ素摂取量の分布
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報杵されているが8)、わが国は海に囲まれ、日常、海産物を好
んで食する習慣がある事から摂取不足は起こらず、ヨウ素欠乏
による甲状腺ll1Iiなどの発4《は報告されていない、一方、ヨウ素
の過剰摂取によっても甲状腺機能低下症等を引き起こす事が知
られており７１、諸外国に比べて海産物を多食するわが国におい

ては､むしろ過剰摂取による健康障害が懸念されるところだが、
こちらについてもこれまで発症報告はない。しかしながら、昨

年の３．１１東||本大震災により東京電力福島第一原子力発電所
から放射性物質であるｌ３ｌＩが放出された。’3'１は半減期が８．０

日と短く、環境中に長く滞留しないことから、セシウム１３７

（I37Cs）などに比べて人体への危険性は低いと考えられている

が、厚生労働街食品安全委員会が公表した｢評価書食品中に含
まれる放射性物質｣の中にはヨウ素についても記載があり､安全

の確保に向けた取り組みがなされている9)。また、妊婦や授乳

中の女性に対しては緊急j岬には優先的に安定ヨウ素剤を配布す

る旨のマニュアルも示されている'0)。今後、放射性ヨウ素の健

康影響を総合的に検討していくうえで、日常のヨウ素摂取量を

把撫し、日本人におけるバックグラウンドを明らかにしておく

ことは重要と考える。

|ま明らかにされていなかった。日本人のヨウ素の食事摂取基準
は2005年版の「日本人の食事摂取基準」で最初に定められ､現

在､１８歳以上では一日当たりの推奨'1tは130“､llii椿上限量は
2,200〃ｇとされている５１。
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4.まとめ

平成23年１２１１～平成21年２月に岩手県内陸部の農業従事者

とその家族を対象に陰膳実測法による食無調査を実施し、食事

記録票から2010年版食品標準成分表に基づき､一Ｈのヨウ素摂

取戯を算出し、次の結果を得た。

l）対象者の一日のヨウ素摂取量は12..1～21,338.9岨と極め

て個人差が大きく、正規分布よりも右に長く洲を引く分布

をする特徴を示した。

2）食事摂取歴準（2010年版）の耐容上限11肖２，２００ｕｇ／

Ｈを超えていたのは２９名中１２名であった。ヨウ素

は藻類から６１％摂取しており、藻類がヨウ素の主な

供給源である事が示された。ヨウ素摂取戯と藻類摂

取量との間に相関（１）<0.05）が認められた。
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今回、陰膳食事調査の食事票を用いて算出された一日のヨウ
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試料からヨウ素を実測する事により、食事を介して摂取される

ヨウ素について知見を集積していきたいと考える。

内陸部や海産物等を食べる習‘慣をもたない同ではヨウ素欠乏

症のリスクが大きいといわれ７１､世界保健機関(Ⅷ10)によると、

同際的には130カ画以上､２２億人もの人がヨウ素不足であると
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